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人
口
減
少
地
域
で
の
対
策
も
必
要
と

の
見
地
か
ら
質
問
し
た
。

　

浜
田
拓
議
員
は
、
介
護
殺
人
な
ど

を
取
り
上
げ
た
番
組
を
見
る
に
つ
け
、

今
の
政
治
へ
の
怒
り
が
募
る
ば
か
り

だ
と
し
て
、
全
国
市
長
会
副
会
長
で

国
へ
の
影
響
力
が
あ
る
岡
﨑
市
長
に
、

高
齢
者
介
護
に
関
わ
る
社
会
保
障
の

拡
充
等
の
問
題
提
起
を
強
く
求
め
た
。

ま
た
「
平
和
・
人
権
・
民
主
主
義
」

を
基
調
と
す
る
わ
が
国
の
憲
法
を
守

り
、
発
展
さ
せ
る
立
場
を
表
明
す
る

よ
う
強
く
求
め
た
。

新
風
ク
ラ
ブ

厳
し
い
経
営
の
下
水
道
事
業

　

独
立
採
算
制
に
よ
る
厳
し
い
経
営

環
境
下
で
赤
字
が
続
く
下
水
道
事
業

の
今
後
に
つ
い
て
た
だ
し
た
水
口
晴

雄
議
員
に
対
し
、
岡
﨑
市
長
は
「
現

在
、
民
間
有
識
者
か
ら
な
る
経
営
審

議
会
で
議
論
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

３
月
末
に
予
定
し
て
い
る
答
申
を
踏

ま
え
、
さ
ら
な
る
経
費
節
減
策
と
早

期
の
使
用
料
改
定
に
つ
い
て
、
議
会

と
議
論
を
重
ね
た
い
」
と
答
え
た
。

西
敷
地
は
高
度
利
用
が
最
善

　

清
水
お
さ
む
議
員
は
、
新
図
書
館

西
敷
地
に
つ
い
て
、
一
部
市
民
か
ら

要
望
が
あ
る
緑
地
広
場
の
み
で
の
活

用
は
、
自
立
的
自
治
体
経
営
の
視
点

か
ら
は
論
外
で
あ
る
と
主
張
。
岡
﨑

市
長
は
「
公
有
財
産
の
貸
し
付
け
等

に
よ
っ
て
歳
入
を
増
や
す
こ
と
は
重

要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
賃
貸
借
を

考
慮
し
た
利
活
用
の
基
本
方
針
を
策

定
す
る
」
と
答
え
た
。

公
社
等
の
統
合
で
さ
ら
な
る
行
革
を

　

市
環
境
事
業
公
社
と
市
再
生
資
源

処
理
協
同
組
合
の
統
合
の
必
要
性
を

た
だ
し
た
中
澤
は
ま
子
議
員
に
対
し
、

岡
﨑
市
長
は
「
両
施
設
は
津
波
浸
水

エ
リ
ア
に
存
在
し
、
老
朽
化
の
問
題

も
あ
る
。
災
害
時
の
業
務
継
続
に
関

す
る
方
針
を
早
急
に
決
め
る
時
期
を

迎
え
て
お
り
、
環
境
部
内
に
対
策
室

を
新
設
し
て
検
討
を
加
速
さ
せ
る
」

と
答
え
た
。

日
本
共
産
党

道
の
駅
事
実
上
断
念
。
西
敷
地
を
広

場
に
と
の
市
民
の
声
の
反
映
と
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
予
算
撤
回
を
求
め
る
。

　

代
表
質
問
の
細
木
議
員
は
じ
め
一

般
質
問
、
討
論
に
全
７
議
員
が
登
壇
。

地
権
者
の
協
力
撤
回
で
事
実
上
不
可

能
と
な
っ
た
道
の
駅
構
想
を
撤
回
し

な
い
ま
ま
で
の
長
浜
南
部
地
域
振
興

計
画
策
定
関
連
予
算
と
、
西
敷
地
の

長
期
民
間
貸
し
付
け
、
高
層
ビ
ル
建

設
に
つ
な
が
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定

関
係
予
算
は
、
市
民
の
声
を
無
視
し

た
予
算
で
あ
り
削
減
を
求
め
た
。
年

金
引
き
下
げ
に
よ
る
本
市
経
済
へ
の

影
響
は
約
30
億
円
に
上
り
、
市
民
の

暮
ら
し
を
支
え
る
介
護
、
医
療
（
国

保
）
行
政
を
求
め
た
。
硬
直
化
が
懸

念
さ
れ
る
市
財
政
の
長
期
的
見
通
し

を
た
だ
し
、
起
債
償
還
額
は
ピ
ー
ク

と
な
る
平
成
35
年
度
に
１
８
０
億
円

に
達
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
。
下
水

道
料
金
の
17
・
７
％
値
上
げ
に
よ
る

財
政
計
画
の
矛
盾
を
指
摘
。
本
来
行

う
べ
き
一
般
会
計
か
ら
上
水
道
事
業

へ
の
繰
り
入
れ
を
怠
っ
た
市
の
責
任

を
認
め
さ
せ
る
。
過
労
死
ラ
イ
ン
を

超
え
る
市
職
員
の
長
時
間
労
働
の
実

態
を
た
だ
し
、
定
数
確
保
と
業
務
量

検
証
に
よ
る
解
消
を
約
束
さ
せ
る
。

中
学
生
の
自
衛
隊
で
の
職
場
体
験
学

習
実
施
校
拡
大
の
実
態
を
た
だ
し
、

少
年
兵
禁
止
ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ
た

運
用
を
求
め
た
。

公　

明　

党

市
民
に
寄
り
添
う
公
明
党
議
員

　

髙
木
妙
議
員
は
、
財
政
・
地
方
創

生
・
国
保
・
防
災
・
子
育
て
支
援
な

ど
の
新
年
度
当
初
予
算
案
に
つ
い
て

代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
市
長
は

「
宿
泊
型
の
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て
も

具
体
的
に
検
討
を
進
め
る
」
と
答
え

ま
し
た
。

　

伊
藤
弘
幸
議
員
は
、
木
造
住
宅
密

集
地
域
の
消
火
対
策
に
つ
い
て
た
だ

し
、
消
防
局
長
は
「
火
災
防
御
計
画

を
作
成
し
、
進
入
経
路
や
筒
先
配
備

部
署
な
ど
を
事
前
に
指
定
し
、
迅
速

か
つ
効
果
的
に
対
処
で
き
る
計
画
を

策
定
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

大
久
保
尊
司
議
員
は
、
教
育
行
政

に
お
け
る
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
（
ど
ん
な
人
に
も
色
の
見
え

方
の
違
い
に
よ
る
情
報
が
伝
わ
る
よ

う
に
配
慮
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
）
に
つ

い
て
質
問
を
行
い
、
資
料
等
の
作
成

に
つ
い
て
配
慮
を
求
め
ま
し
た
。

　

寺
内
憲
資
議
員
は
、
全
国
的
に
は

清
掃
員
・
給
食
調
理
員
・
用
務
員
の

業
務
を
民
間
委
託
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
け
皿
の
あ
る

高
知
市
も
公
で
行
う
の
か
、
民
間
に

任
せ
る
の
か
を
市
民
に
問
う
べ
き
で

は
な
い
か
と
市
長
に
迫
り
ま
し
た
。

新
こ
う
ち
未
来

新
図
書
館
西
敷
地
は
緑
地
と
し
て

　
　
　
　
　
　

人
々
の
集
う
場
所
に

　

新
図
書
館
西
敷
地
は
、
緑
地
と
し

て
残
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
中

心
市
街
地
に
あ
る
か
ら
こ
そ
の
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
集
え
る
空

間
、
ま
た
、
観
光
に
訪
れ
た
方
や
新

図
書
館
で
学
び
一
休
み
さ
れ
る
方
が
、

四
季
折
々
の
自
然
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
空
間
と
し
て
残
す
べ
き
で
あ

る
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
検
討

委
員
会
か
ら
の
報
告
で
も
「
広
場
機

能
等
」
が
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
結
果
に
逆
行
す
る
新
図
書

館
西
敷
地
利
活
用
事
業
者
選
定
委
員

会
報
酬
を
減
額
す
る
修
正
案
を
提
出

し
た
。
そ
の
他
、
中
山
間
地
域
に
お

け
る
竹
害
対
策
や
万
々
地
区
浸
水
対

策
、
地
方
創
生
関
連
、
高
齢
者
福
祉
、

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
、
特
別
支
援
教

育
の
あ
り
方
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
質

問
。
代
表
質
問
に
は
氏
原
嗣
志
議
員
、

個
人
質
問
に
は
戸
田
二
郎
議
員
、
福

島
明
議
員
、
川
村
貞
夫
議
員
、
浜
口

卓
也
議
員
が
登
壇
し
た
。

み
ど
り
の
会

　

近
森
正
久
議
員
は
議
員
に
な
っ
て

６
年
目
を
迎
え
ま
す
。
高
知
中
央
高

校
の
理
事
長
と
議
員
、
二
足
の
わ
ら

じ
で
高
知
市
の
問
題
点
の
改
善
に
全

力
で
知
恵
を
絞
り
、
市
民
の
た
め
に

た
く
さ
ん
の
実
績
を
残
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
幸
せ

の
た
め
に
、
な
お
一
層
頑
張
っ
て
い

く
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
ク
ラ
ブ

将
来
に
続
く
市
政
運
営
を

　
　
　
　
　
　
　

市
民
の
た
め
に
！

　

岡
﨑
豊
議
員
は
、
代
表
質
問
に
お

い
て
、
地
権
者
が
協
力
を
撤
回
し
大

き
く
後
退
し
た
道
の
駅
構
想
は
取
り

や
め
る
べ
し
と
た
だ
し
た
。
新
年
度

の
予
算
編
成
で
は
、
財
政
の
健
全
化
、

防
災
対
策
の
強
化
と
地
方
創
生
の
取

り
組
み
を
求
め
た
。
連
携
中
枢
都
市

圏
構
想
や
立
地
適
正
化
計
画
で
は
、

市
の
主
体
性
の
発
揮
や
「
多
極
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

提
案
。
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
合
わ

せ
、
学
力
向
上
や
英
語
・
理
数
教
育

の
充
実
を
求
め
た
。

　

深
瀬
裕
彦
議
員
は
、
春
野
町
南
山

の
森
林
伐
採
に
関
連
し
て
、
現
状
届

け
出
制
で
あ
る
こ
と
の
問
題
点
を
指

摘
し
、
森
林
の
伐
採
や
土
地
の
埋
め

立
て
、
切
り
土
、
盛
り
土
等
を
許
可

制
と
す
る
条
例
の
制
定
の
必
要
性
を

訴
え
た
。
ま
た
、
長
浜
南
部
地
域
振

興
計
画
の
策
定
に
関
連
し
て
、
こ
の

地
域
に
限
ら
ず
、
春
野
地
域
な
ど
の

③

３月定例会を
振り返って

会派の意見


